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　空を行く雲や流れる川の水のように、一
か所に留まることなく、各地を遍歴する修
行僧のことを「雲水」と言います。「行

あんぎゃ

脚」
は足を移すという意味があり、修行僧が修
行のために各地を旅することを言います。
　「雲水行脚」は文字通り「雲水」のように
「行脚」するという意味で、禅宗では最も基
本的な修行法として重んじられてきました。
　我が国では、鎌倉時代から盛んに行われ、
数十人の師のもとに参じたという例も稀で
はなかったといいます。
　雲水行脚は、網

あじ ろ

代笠
がさ

に黒衣をまとい、白
の手甲脚絆をつけて杖を持ち草

わら じ

鞋履きとい
うのが基本装束です。また、修行生活に必
要な袈

け さ

裟や食器類を入れた頭
ず だ

陀袋を首から
かけて歩きます。頭

ず だ

陀とは、衣食住の欲望
を断ち切る大切な修行で、中でも、托

たくはつ

鉢は
僧侶が身命を支える修行に専念するため重
視されました。修行僧は日中食事をするこ
とが許されないので、托

たくはつ

鉢は早朝に行われ
ました。鉢を揚げ鈴を振り「ホオー」と唱
えて行脚したといいます。参考までに、夏
目漱石は「吾輩は猫である」において、「一
所不住の沙

しゃもん

門雲水行脚の衲
のう

僧
ぞう

は必ず樹
じゅ げ

下石
上を宿とすとある」と記しています。
※衲僧とは禅僧のことです。

　いつでも安全でおいしい水道水を届けるた
めに、水道施設内ではたくさんの機器が活躍
しています。
　今回は、長府浄水場内にある送水ポンプ
について紹介します。
　長府浄水場で作られた水は、水質試験によ
り安全が確認された後、高台にある配水池に
送られます。この時に使用するのが送水ポン
プです。長府浄水場では１３台の送水ポンプ
が稼働しており、最大のものでは１台で１時
間に７５０㎥（学校のプールおよそ２杯分）の
水を送ることができます。市内の水道水の約
８０％をまかなう長府浄水場では、毎日休むこ
となく約８０，０００㎥の水道水をご家庭に送り、
市民の皆さまの生活を支えています。

送水ポンプの
点検をしている

様子

水道施設で
使われている
機器について
紹介します！
〜 送 水 ポンプ 編 〜
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